
第４１回定時株主総会

平成２６年６月１９日

株式会社メイテック

�報告事項
1. 第41期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）

事業報告の内容、

連結計算書類の内容並びに会計監査人及び

監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

2.第41期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）

計算書類の内容報告の件
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２０１４年３月期業績〔連結〕

グループ連結

� 大手製造業で技術開発投資を持続される企業が多く見られたことから、エンジニア派
遣事業が業績をけん引し、売上高は前期比6.5％の増収、営業利益は9.8％の増益

� 当期純利益は、前期だけの税金費用減少効果が消滅し本来水準に戻った為、減益

� 大手製造業で技術開発投資を持続される企業が多く見られたことから、エンジニア派
遣事業が業績をけん引し、売上高は前期比6.5％の増収、営業利益は9.8％の増益

� 当期純利益は、前期だけの税金費用減少効果が消滅し本来水準に戻った為、減益

(百万円)

'13年3月期
実績

'14年3月期
実績

前期比
増減額

前期比
増減率

'14年3月期
公表予想

予想比
増減額

70,330 74,906 ＋4,575 ＋6.5% 73,500 ＋1,406

51,639 55,370 ＋3,731 ＋7.2%

原価率 73.4% 73.9% ＋0.5%

12,337 12,556 ＋218 ＋1.8%

6,354 6,979 ＋625 ＋9.8% 6,400 ＋579

営業利益率 9.0% 9.3% ＋0.3%

6,427 6,978 ＋550 ＋8.6% 6,400 ＋578

△156 △145 ＋10

6,270 6,832 ＋561 ＋9.0%

5,993 3,973 ▲2,019 ▲33.7% 4,000 ▲27

当期純利益率 8.5% 5.3% ▲3.2%

15.9% 10.7% ▲5.2%

11.1% 11.7% ＋0.6%

特別損益

税金等調整前当期純利益

当期純利益

自己資本当期純利益率（ROE）

総資産経常利益率（ROA）

売上高

売上原価

販売管理費

営業利益

経常利益
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２０１４年３月末資産・負債・純資産〔連結〕
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主要な事業内容・子会社の状況（２０１４年３月末）

派遣事業

グローバル事業

エンジニアリングソリューション事業エンジニアリングソリューション事業エンジニアリングソリューション事業エンジニアリングソリューション事業

紹介事業

株式会社メイテック

株式会社メイテックフィルダーズ（100.0%）

株式会社メイテックキャスト（100.0%）

株式会社メイテックＥＸ（100.0%）

アポロ技研株式会社（81.2%）

上海阿波馬可科技有限公司（81.2%）

株式会社メイテックＣＡＥ（100.0%）

明達科（上海）科技有限公司（100.0%）

明達科（西安）科技培訓有限公司（100.0%）

明達科（成都）科技培訓有限公司（100.0%）

明達科（上海）人才服務有限公司（70.0%）

株式会社メイテックネクスト（100.0%）

株式会社all engineer.jp（100.0%）

（）の数値は、議決権比率です。
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２０１４年３月期業績〔事業セグメント〕

グループ・セグメント

� 連結売上高の９割超を占める派遣事業が業績をけん引、エンジニア特化紹介事業も増収増益
� 本年度から、グローバル事業を紹介事業に統合し、３つの事業セグメントへ変更
� 連結売上高の９割超を占める派遣事業が業績をけん引、エンジニア特化紹介事業も増収増益
� 本年度から、グローバル事業を紹介事業に統合し、３つの事業セグメントへ変更

(百万円)

'13年3月期
実績

'14年3月期
実績

前期比
増減額

前期比
増減率

67,281 71,587 ＋4,305 ＋6.4%

構成比 95.7% 95.6% ▲0.1%

6,144 6,687 ＋543 ＋8.8%

2,660 2,790 ＋129 ＋4.9%

構成比 3.8% 3.7% ▲0.1%

87 94 ＋6 ＋7.3%

69 84 ＋15 ＋21.8%

構成比 0.1% 0.1% ＋0.0%

△ 59 △ 100 ▲40 ―

739 927 ＋188 ＋25.5%

構成比 1.0% 1.2% ＋0.2%

176 284 ＋107 ＋60.9%営業利益

派遣事業 売上高

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ事業　売上高

グローバル事業　売上高

紹介事業　売上高

営業利益

営業利益

営業利益
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エンジニア派遣事業の売上高・原価の概要

× × × ×

売上高売上高

原価

コントロール不可企業努力でコントロール可能

対価・単価
[市場価値]
（円/Ｈ）

エンジニアの

アウトプット

ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄ

UP

UP

マッチング

受注営業

UP

UP

稼働率
（％）

稼働時間
（H/day）

日数

240
（day/year）

お客さまの指示

退職

採用

UP

Down

エンジニア

社員数
（人）

� 無期雇用・正社員エンジニアの派遣事業では、
高水準の「稼働率と対価」を維持・向上しながら、エンジニア社員数の増員が成長の鍵

� 無期雇用・正社員エンジニアの派遣事業では、
高水準の「稼働率と対価」を維持・向上しながら、エンジニア社員数の増員が成長の鍵
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お
客
さ
ま

設計開発

業務市場

エ
ン
ジ
ニ
ア

エンジニア

採用市場

労働市場

エンジニア派遣事業のビジネスモデル

エンジニア

派遣
採用

（新卒・中途）

営業システム

ニーズにマッチした
エンジニアの派遣

処遇システム

個人の
市場価値（レート）に
連動した報酬

研修システム

ニーズに基づいた
研修支援
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エンジニア派遣事業の将来の業績は、技術力の高いエンジニア社員

数とその稼働率の多寡に懸かっています。下記の３業務を永続して

強化し、持続的成長を実現していくことが最大の課題です。

対処すべき課題

①受注営業

稼働人員数の増加や稼働率の維持・向上を図るための受注量の確保は

もちろんのこと、エンジニアのキャリアアップの選択肢を拡げるため

にも業務領域を拡大し、機会と場を提供し続けることが最重要です。

②採用・増員

日本最大の「プロのエンジニア集団」である当社グループにおいては、

エンジニアを中心とした多くの優秀な人材を確保することが

成長力の源泉となります。

③キャリアサポート

日本最大の「プロのエンジニア集団」における品質の維持・向上を

図るためには、一人ひとりのエンジニアのキャリアアップを

きめ細やかにサポートしていくことが必要不可欠であります。
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稼働率

� 採用数増加に伴い、稼働率は過去ピークを下回るが、高水準は維持
* 採用数増加は稼働率に下方圧力（中途採用は通年で下方圧力）→早期配属が鍵

� 採用数増加に伴い、稼働率は過去ピークを下回るが、高水準は維持
* 採用数増加は稼働率に下方圧力（中途採用は通年で下方圧力）→早期配属が鍵

メイテックフィルダーズ

メイテック東日本

大震災

リーマン・

ショック

年間

前中期計画
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エンジニア社員数 〔メイテック〕

中途採用と
退職率低減
の両立

新卒採用に大きく依存

約10％
減少

� 採用力強化と退職率低減を両立してきたが、6,000名には届かなかった
→但し、本年4月新卒入社数は378名で、過去最高の6,242名で新年度をスタート

� 採用力強化と退職率低減を両立してきたが、6,000名には届かなかった
→但し、本年4月新卒入社数は378名で、過去最高の6,242名で新年度をスタート

前中期計画

メイテック

東日本
大震災

リーマン・
ショック

（名/Person）

4月1日時点

6,242名

新卒採用
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エンジニア社員数 〔メイテックフィルダーズ〕

新卒採用

� 自然退職でピーク比約20％減となったが、前中期計画で過去ピークにほぼ回復
→ さらに、本年4月入社数は173名で、過去最高の1,635名で新年度をスタート

� 自然退職でピーク比約20％減となったが、前中期計画で過去ピークにほぼ回復
→ さらに、本年4月入社数は173名で、過去最高の1,635名で新年度をスタート

前中期計画

メイテックフィルダーズ

中途採用と
退職率低減
の両立

約２０％
減少

新卒採用に大きく依存

東日本
大震災

リーマン・
ショック

（名/Person）

4月1日時点

1,635名
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118 124 118
169 167 173 175

144 118

13

100

101 124 125

262
242

131

0

100

270
291 298

'07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14 '15

中途/Mid-career 新卒/Newly graduated

213
282

339

28

220

379 378 400

283 147

87

185

220 230
496

429

342

0

115

405

599 608

'07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14 '15

中途/Mid-career 新卒/Newly graduated

3.6%
4.7%

5.8%

0.6%

4.0%
6.5%

4.8% 2.5% 0.1%

1.7%

3.3%

3.8%

6.8% 6.0%
4.7%

6.3% 6.6%
4.9% 4.0%

8.5%
7.2% 5.8%

0.0%

2.3%

7.3%

10.3%

-8.0%

-6.0%

-4.0%

-2.0%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

'07 '08 '09 '10 '11 '12 '13

新卒採用率/Newly graduated ratio 中途採用率/Mid-career ratio
退職率/Turnover ratio

8.6% 8.7% 8.4%
13.1% 11.7%

10.6%
8.2%

0.9%

9.4%

7.8% 8.7%

13.2% 11.3% 9.5%
13.0%

10.6% 10.4%
7.8%

19.2%
16.9%

9.3%

0.0%

9.4%

21.0% 20.5%

-15.0%

-10.0%

-5.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

'07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14 '15

新卒採用率/Newly graduated ratio 中途採用率/Mid-career ratio
退職率/Turnover ratio

採用と退職

� 前中期計画では、「新卒＋中途」の採用力を確実に強化、同時に退職率も低下
→ 過去は、採用率≒退職率 → 足元2年間は、採用率＞退職率、で着実に増員

� 前中期計画では、「新卒＋中途」の採用力を確実に強化、同時に退職率も低下
→ 過去は、採用率≒退職率 → 足元2年間は、採用率＞退職率、で着実に増員

東日本

大震災

リーマン・

ショック

東日本

大震災

リーマン・

ショック

メイテック メイテックフィルダーズ

（名/Person） （名/Person）

足元の２年間は

採用率＞退職率

足元の２年間は

採用率＞退職率

予想

予想
予想

予想
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対価・単価（・レート）＝[市場価値]

� エンジニア一人ひとりがアウトプットの価値を高め、お客さまに価値を理解して頂く
→ 市場価値に基づく「適正対価の獲得」を永続して努めていきます

� エンジニア一人ひとりがアウトプットの価値を高め、お客さまに価値を理解して頂く
→ 市場価値に基づく「適正対価の獲得」を永続して努めていきます

¥4,929 ¥4,982

¥4,814 ¥4,824
¥4,958 ¥5,004 ¥5,022

¥3,606
¥3,670

¥3,596
¥3,466

¥3,576 ¥3,552 ¥3,520

2,000
'08/3 '09/3 '10/3 '11/3 '12/3 '13/3 '14/3

メイテック/Meitec

メイテックフィルダーズMeitec Fielders

3,300

<業界平均>

<The average of temporary engineers staffing industry>

(yen/H） ※期末月時点の契約対価

Average Rate at the end of each fiscal year
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利益配分に関する基本方針

�

� 持続的な成長の実現を通じて、中長期的に株主還元の最大化を目指す
� 利益配分に関する当社の基本的な考え方は、業績に基づいた成果配分

連結当期純利益の50％以上

自己株式の

取得・

保有・消却

配当

2011年5月改訂

利益配分方針
100％以内を原則

業績連動型配当

最低限の配当 連結株主資本配当率(DOE)5％

自己株式の取得 月商3ヶ月分を上回る資金を自己株式取得原資

継続保有：上限2百万株 消却：上限超を消却

総還元性向

� 月商3ヶ月分＝「必要運転資金(ワーキングキャピタル)：連結売上高の月商2ヶ月」＋「財務基盤強化資金
(2010年3月期に相当する危機的な市場環境になった際の事業継続資金)：連結売上高の月商1ヶ月」

� 自己株式は、経営計画の目標達成等に向けて、今後の成長戦略の実行と成長に伴うリスクに対処していく
機動的な財務政策を可能とするために保有
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961 981 983

1,350

965

2,153

1,237

1,750
700

2,800

1,800

2,400

2,625

5,934

4,020

5,500

'11 '12 '13 '14

自己株式取得
期末配当
中間配当

＠¥29.00 ＠¥30.00 ＠¥31.50

＠¥44.00

＠¥29.50

＠¥69.00

＠¥40.50

＠¥57.00

＠¥58.50

＠¥99.00

＠¥72.00

＠¥101.00

'11 '12 '13 '14

期末配当
中間配当

� 2013年度の期末配当は公表予想通り40円50銭とし、年間は72円
� 2014年度は、方針に則した「普通配当と自己株式取得」＋「創業40周年記念配当」
*1 年間の記念配当＠20円（6億円強）＝中間配当＠10円＋期末配当＠10円
*2 総還元性向100％＝(普通配当25億円弱＋自己株式取得額24億円)÷当期純利益予想49億円

� 2013年度の期末配当は公表予想通り40円50銭とし、年間は72円
� 2014年度は、方針に則した「普通配当と自己株式取得」＋「創業40周年記念配当」
*1 年間の記念配当＠20円（6億円強）＝中間配当＠10円＋期末配当＠10円
*2 総還元性向100％＝(普通配当25億円弱＋自己株式取得額24億円)÷当期純利益予想49億円

利益配分の実績と予想

(百万円)

＠10円の
記念配当
を含む

予想

予想

予想

予想

予想

＠10円の
記念配当
を含む

含む含む含む含む

予想

予想



株主の皆様におかれましては、

従来にも増して

ご理解、ご支援を賜りますよう

お願い申しあげます


